






























































































































































































































































子奉願旨申聞候付、任其意候段聞置、書月番牧野備前守忠雅江差出之」とあり、8 月 16 日には願
いが受理された。万延元年３月 19 日の項に「実弟戸田日向守氏範卒去」とある。






















































































































































































































































































































































1 入江四郎治 米 40 俵 請払方小納戸道具掛 熨斗目
2 神谷一右衛門 60 石 破損方肝煎請払方小納戸道具掛兼帯 熨斗目
3 鈴木万助 米 35 俵 3 人扶持 馬廻・請払方小納戸道具掛兼帯 熨斗目
4 清水十右衛門 金 8 両 3 人扶持 請払方小納戸道具掛 熨斗目 文化 13 年、中小姓格奥様御道具役を担当。
5 蛭沼五郎左衛門 250 石 御用取次・御供方・倹約方臨時進物掛 常上下
6 浅井小左衛門 240 石 用人役・求馬様御用承・御供方加役 三役
7 富田小右衛門 160 石 若殿様附・寿相院様御用向・御子様方御用 三役
寛政 13 年、受払御小納戸御道
具掛を担当。
8 磯矢伊織 600 石 用人・番頭兼帯 三役
9 近藤公太夫 170 石 用人列 三役 兵太夫の誤記カ。









1 細野保 100 石 請払方小納戸道具掛 熨斗目
2 三浦左司馬 50 俵 4 人扶持 馬廻番・請払方小納戸道具掛兼帯 熨斗目






4 林群治 14 人扶持 小納戸・請払方小納戸道具掛兼・髪方加役 熨斗目
5 山村勝次郎 30 俵 4 人扶持 小納戸・請払方小納戸道具掛兼 熨斗目
6 上田角右衛門 190 石 隠居家督御用掛・小納戸掛 常上下
7 藤田勇 230 石 用人・大小交代御用掛・岩次郎様御用・御朱印改御用取調 三役
8 関内蔵助 300 石 用人・小納戸方加役・御供方加役 三役
9 尾木汀 180 石 用人・留守居・臨時役人様使・元〆役兼・郡奉行兼 三役
10 高島任五兵衛 200 石 用人・番頭兼帯・宗門方加役 三役
11 中里房之丞 270 石 用人見習 三役 安政 6 年で記述終了














2 窪田厳 87 俵 隠居家督御用 「若殿様御附分限帳」に側役として掲載。
3 山名友五郎 63 俵 近習頭取 「若殿様御附分限帳」に側役として掲載。
4 吉田諒之介 72 俵 近習頭取
5 金沢次作 20 俵 小納戸列大殿様付兼帯
6 木原平之介 50 俵 髪方大殿様付兼帯









銘 国 銘の有無 長さ 代金
折紙





1 奥州森弘鞘巻御太刀 陸奥 有銘 2尺9分 代金3枚 札 壬辰 御拵付 西村 文政9年
2 備前景光御野太刀 備前 有銘 2尺9分半 代金5枚 折紙 元禄15年 御拵付 西村 文政9年




代） 数直より代々所持。 γ 西村 文政9年
4 景安御太刀 備前 有銘 2尺4寸3分半 代金10枚 折紙 延宝3年12月3日 御拵付 西村 文政9年「一鎺金一重」。



































8 嶋田小十郎助宗御刀 駿河 有銘 2尺2寸5分 御拵付（墨） 西村 文政9年 朱丸墨消。






















11 大和志津御刀 大和 無銘磨上 2尺2寸2分 代金5枚 折紙
宝永6年9
月3日 御拵付 西村 文政9年




















14 兼元御刀 美濃 有銘 2尺2寸5分 代金25両 札 御拵付 西村 文政9年













16 京長谷部御刀 山城 無銘磨上 2尺2寸6分 代金10枚 折紙
貞享2年7




17 備前法光御刀 備前 有銘 2尺3分 御拵付 鍔屋市右衛門より α 西村 文政9年












19 粟田口忠綱御陣刀 摂津 有銘 2尺1寸3分 御拵付 西村 文政9年（銘の有無下）「新身指表龍指裏釼」。









21 三原御刀 備後 無銘 2尺3寸1分 代金15枚 折紙 正徳3年12月 松平伊豫守様より




22 山城守國清御刀 越前 有銘 2尺5寸1分半 山田蔀江被下之 山田蔀（藩士）
天 保 ９ 年12月17日 に
刀、安政６年に脇差を
下賜される。
α 西村 文政9年 刀銘に朱線、寸法に黒線引。
23 左吉貞御刀 筑前
無銘




























































光圀隠居祝い。 α 西村 文政9年




政直隠居。 α 西村 文政9年
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寅直妹（増子）と婚姻 αβ 西村 文政9年
30 備中青江貞次御刀 備中 無銘磨上 2尺3寸3分半 代金700貫 折紙
正徳4年
12月3日 御拵付 西村 文政9年





小 笠 原 長 国
（唐津藩小笠
原家5代）
寅直妹（通子）と婚姻 αβ 西村 文政9年 貼紙にて消去

















33 備前勝光御刀 備前 有銘 2尺3寸4分半 代金10枚 折紙 天明3年5月3日 御拵付
太田備後守様より為
御引出物来ル/（銘









34 備前元重御刀 備前 象眼銘 2尺3寸5分半 代金700貫 折紙
正徳3年5
月3日 御拵付 西村 文政9年














り。 β 西村 文政9年
貼紙にて消去。寸
法に黒線引






























39 御陣刀 備後 無銘磨上 2尺4寸3分半 御拵付 西村 文政9年
40 丹波守吉道御陣刀 2尺4寸9分 御拵付 西村 文政9年
41 國安御刀 越前 有銘 2尺2寸3分半 代金15枚 折紙 明和元年8月3日
（朱書）若殿様江御貸
被進 西村 文政9年



























44 備前忠光御刀 備前 有銘 1尺9寸9分 御持参/（銘脇）「文化八未年」
文化８年、彦直養子入
り時持参。 β 西村 文政9年
「両面樋」。寸法に
黒線引














































































50 長府住二王直邦御刀 長門 御拵ニ成ル
御前より/（銘脇）「天
保十五辰年」 α 上田 安政6年
51 末ノ左御刀 筑前 無銘 2尺3寸
（朱書）「殿様江御譲
被進相成」 γ 窪田 安政6年
52 宗圓御刀 有銘 2尺2寸3分 御拵付 窪田 安政6年
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家臣下賜 α 窪田 安政6年 銘に朱線引




55 美濃國氏信御刀 美濃 有銘 2尺3寸4分 （銘脇）「御拝領亥正月」 将軍より拝領 α 窪田 安政6年
56 吉岡一文字 備前 無銘磨上 1尺7寸3分半 代金15枚 折紙
貞享5年7
月3日 御拵付 西村 文政9年
（銘の有無下）「両
面樋」
57 備前康光御小サ刀 備前 有銘 1尺7寸5分9厘
代 金3枚5
両 札 壬午 御拵付 角野寿見取次
角野寿見（幕
府御用磨師） α 西村 文政9年



















化八未年」 彦直養子入り時持参。 β 西村 文政9年
（銘の有無下）「表
裏并影樋少磨上」
61 関住兼定御小サ刀 美濃 有銘 2尺 窪田 安政6年
62 志津兼氏 美濃 無銘磨上 1尺9寸1分 代金500貫 折紙
貞享5年9
月3日 御拵付 西村 文政9年





64 備前元重御脇指 備前 無銘 1尺8寸分半 代金15枚 折紙 貞享2年 本刀歟御拵付 西村 文政9年
65 阿州廣行御脇指 土佐 有銘 1尺6寸8分 代金2枚 札 辛卯 御拵付 西村 文政9年（銘の有無下）「表裏樋」







67 備前秀光御脇指 備前 有銘 1尺8寸1分半 代金100枚 折紙 安永6年12月3日 御拵付
夜野田三郎右衛門よ






68 備前忠光御脇指 備前 有銘 1尺7寸2分 代金3枚 札 壬申 御拵付 西村 文政9年
69 備前忠光御脇指 備前 有銘 1尺7寸9分半 御拵付 田村文蔵より α 西村 文政9年
70 加賀藤嶋友重御脇指 加賀 有銘 1尺7寸9分 代金2枚 札 庚午 御拵付 西村 文政9年（銘の有無下）「表裏樋」
71 備前康光御脇指 備前 有銘 1尺6寸6分 代 金3枚5両 札 乙卯 御拵付 西村 文政9年
（銘の有無下）「表
裏樋」
72 三原正興御脇指 備後 有銘 1尺5寸5分 本御拵付 西村 文政9年
73 （兼元御脇指） 美濃 有銘 1尺8寸2分 代 金2枚5両 札 甲子 御拵付 阿部伊勢守様江被進 阿部正弘
寅直と阿部正弘は交友
















76 法成寺國吉御陣脇指 武蔵 有銘 1尺5寸 御拵付 西村 文政9年（銘の有無下）「新身」
77 丹波守吉道御陣脇指 1尺6寸4分 御拵付 西村 文政9年













備前 有銘 1尺9寸1分半 西村 文政9年
80 外藤御脇指 美濃 有銘 1尺5寸 代金5枚 折紙 明和5年12月3日 御拵付 西村 文政9年
（銘の有無下）「表
裏樋」







82 三原正近御脇指 備後 無銘磨上 1尺6寸8分半
代金7枚 添状 文化7年8月15日 御拵付 西村 文政9年




化八未年」 彦直養子入り時持参。 β 西村 文政9年
84 永則御脇指 備前 有銘 1尺6寸4分 本御拵付
御持参/（銘脇）「文
















86 中山蔵人義弘御脇指 武蔵 有銘 1尺7寸9分半 本御拵付 西村 文政9年
87 中山蔵人義弘御脇指 武蔵 有銘 1尺7寸9分半 本御拵付 西村 文政9年
88 水府住市毛徳鄰御脇差 常陸 本
小石川様より/（銘














90 杉村君平武任御脇差 1尺3寸3分 窪田 安政6年
91 長府住二王藤原直邦御脇差 長門 1尺4寸9分 御拵付 窪田 安政6年
92 無銘御脇差 1尺1寸 御拵付 中里 安政6年
93 備前介宗次御脇差 有銘 1尺5寸1分 御拵付 窪田 安政6年







95 無銘御脇差 1尺5寸8分 安政6年（銘の有無下）「鎺金着腰祐乗」






康信娘は政直正室。 αβ 西村 文政9年
（銘の有無下）「一
鎺金二重但焼附」































100 家次御懐剣 加賀 有銘 5寸6分 御拵付 西村 文政9年






102 来國俊御小脇指 山城 有銘 7寸7分 代金350貫 折紙 宝永4年6月 御拵付 松平飛騨守様より




103 國吉御小脇指 山城 有銘 6寸7分半 代金20枚 折紙 元禄15年12月3日 御拵付 中里 安政6年
104 吉光御短刀 土佐 有銘 7寸1分 御拵付 中里 安政6年
105 兼歳御短刀 有銘 7寸1分 御拵付 中里 安政6年
106 源烈公御作御小脇差 常陸 9寸4分5厘 御拵付 窪田 安政6年（銘脇）「鞘書判有」
107 氷心子秀世御小脇差 武蔵 9寸 御譲被進相成 γ 窪田 安政6年（銘脇）「柄鞘惣鉄磨小柄笄同鉄磨」
108 御小脇指 御拵付 窪田 安政6年（銘脇）「鞘書判有」










Japanese Swords Management and Record Making: Taking Hitachi Country 
Tsuchiura Seigneur Tsuchiya Family as the Example
NISHIGUCHI Masataka
In this paper, we examined the significance of the management practice of a sword, the management 
person in charge and the management record making. Japanese swords were rarely analyzed from the angle 
besides the art history up to now. But it won't be only as a weapon and enjoyment items, and it's important to 
be the something who also came in handy as presents and analyze the present process and control system.
So we analyzed Japanese swords ledger of Tsuchiya family, and elucidated a control system of swords, 
administrator's work, movement of swords, the transfer longitude and latitude, the feature of the record 
making and the significance. As a result, we elucidated the following 4 points. ①"Konando kata dougukakari" 
treated Japanese swords of Tsuchiya family, "Yonin" supervised it. ②Making of a ledger and Japanese swords 
management contemplated and did a head of a family change. ③Main movement opportunity of Japanese 
swords is the following three points: 𝛼𝛼 present and transfer, 𝛽𝛽 bringing by inlaw and an adopted child arrive, 
bringing by a head of a family and a relative. Among these 𝛼𝛼 𝛽𝛽 accounts for about half. ④Addition and 
elimination were repeated in a ledger of existence and existence of Japanese swords and introduction were 
inherited.
